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～(u/C)(e2/,nc2)(o/a) となる.300Kにおいて V～107cr/sec とし, a～0.1A,0- 1
とすればこの量は10~7となります｡つまり一回壁に衝突すると,その速さは10~7だけ減少します｡
さて容器の壁 1cm2には1secに約 nvコの電子が衝突します｡壁の面積をS,体積をVと










































3.2 飯田氏によるとJの変分 ∂JがOになる必要十分条件は,電流分布 (とその作る磁場 )
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東大 ･理 飯 田 修
吹
○ 前 文
§1.新体系物理学と論文の公表自由の原則の確立｡
§2.近藤氏の提起された各項目に対する簡単な回答｡
§3. 古典電子ガスが熱福射電磁場を吸収もすることを無視し,単純に能動的に容器の壁に衝
突したとして,数学的に期待される電磁塙射の総量計算｡
§4. 熱揺動福射および古典電子群の境界面衝突頼射の回数に関する概算評価と,その相異点
を明確化する三つのモデル計算｡
§5.古典電子ガスの電磁福射と熱揺動に関係する二,三の物性｡
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